
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 智頭町

交付金事業実施場所 鳥取県八頭郡智頭町大字郷原

交付金事業の概要

郷原集落では各戸の敷地内に設置されている水道メーターにより基本料及び使用水量に基づく料金を集金し、滅菌
剤などの経常経費及び漏水修繕などの臨時的経費を賄っていますが、設置から30年近く経過しており、経年劣化に
よる漏水の発生のほか、水の使用量の誤表示など、住民による公平な費用負担を担保できない状況にあり住民生活
に支障をきたしています。使用水量に応じた公平な費用負担を確保するため、水道メーターの更新を実施します。
更新65箇所（口径：13mm×62個、口径：40mm×1個、口径：50mm×2個）

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

郷原簡易水道メーター交換事業

備　考

1

公共用施設
に係る整備
、維持補修
又は維持運
営等措置

郷原簡易水道メーター交換事業 智頭町 913,000 770,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要

した経費
交付金充当額

番号 措置名 交付金事業の名称



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0

年度

水道メーターの更新箇所数

活動実績 箇所 65
活動見込 箇所 65

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

住民の満足度7０％
満足度：やや満足以上の回
答をした者÷回答者数×１
００

成果実績 ％ 100
目標値 ％ 70

達成度 ％ 142.9

評価年度の設定理由
事業完了後速やかに評価することにより事業改善を図るため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

当該施設は整備されて以降、使用水量に応じ経常的・臨時的経費として全戸から集金を行い、郷原集落住民の安定
した生活用水の確保のほか、設備の維持管理に利用されてきました。しかし、設備の老朽化より機器の故障等が頻
繁に発生するようになり、漏水・水道使用量誤表示など住民生活を脅かす状況になっています。
当該設備を更新することで、公平な費用負担を求めることに併せ、住民の円滑な生活を可能とすることを目指しま
す。
また、広報等により電源立地の重要性について理解を深めていただくこととします。
目標：郷原集落52世帯の内任意の10世帯にアンケートを行い事業前後における住民の満足度を調査し、7割以上が
満足

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度



交付金事業の担当課室 智頭町役場企画課

交付金事業の評価課室 智頭町役場企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
水道メーター交換 随意契約（少額） 有限会社檀原設備（智頭町） 913,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 770,000

うち文部科学省分 0

総事業費 913,000

うち経済産業省分 770,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 年度 年度 備　考


